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項 目 要  約 

１．研究の概要 これまでに、光再構成型ゲートアレイが既存の耐放射線集積回路のトー

タルドーズ耐性の100倍以上となる190Mradを超える耐放射線性能を持つこ

とを試験的に実証している。この研究ではこの光再構成型ゲートアレイの

基盤技術を活用し、耐放射線・廃炉作業ロボット向けに、強放射線環境下

（1000シーベルト/h）であっても重いシールド材を用いることなく正常に

動作でき、100Mrad以上のトータルドーズ耐性を有する組み込みシステムを

実現することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）耐放射線組み込みシステムの開発 

２）移動ロボット用フルハード組み込みシステムの開発 

２．総合評価 
Ａ

・耐放射線性のある半導体開発はなされているが、回路についてはない。

本研究で耐放射線性のある集積回路をこれまでにない卓越した発想で

開発したことは高く評価できる。

・要素としては画期的であるが、システム全体としてのアプリケーション

の提案が課題となる。

・今後のSiCやMEMSに関する技術開発の進展により、経済的にも合理的な

システム構築に寄与を期待したい。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


